


















癌度Kondo系物質 に於 て､熱膨張家α(T)に異常な振舞いが あ ることが 報告さ
れた1･2㌦ これ らは､上記の 2つの効果が､ その原因 と して考えられている
が､現在の ところ､ α(T)に関す る研究例が少な く､走室的な議論が 殆どなさ
れていな い｡本研究ではCeCu6にお ける熱膨張輩異常 を良質の単結晶 を用いて
圧力下､磁場 'r:を含め て詳細に調べ､30K付近に現れ るα(T)の異常か4fレベ
)しの結晶場 による分裂 に起因す ることを明 らかにすると同時 に､結晶場分裂
の大 きさを決め た｡
cecu6の熱膨張 (A 旦/A )の測定は､ ス トレインゲー ジで8FLか ら200K
の温度範囲で行 った｡ α･(T)はA.2/,eを湿度Tで微分 して得 られた｡更に






昇 と共に急激 に増加 し､約70K付
近に幅広 いピー クをもつ｡図 2は､
4f電子の寄与 αM.b(T)を見積 る
ため に､CeCu6の実測値 αb(T)か
らLaCuCの αb(T)を差 し引 いた図
である｡α巾.b(T)は正で､30K付
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理論 式か ら4' cecuCにお ける結晶場分肇 の大 きさAl,A 2は､ A l=30K,A 2=




では ､αn,b(T)の ピー ク塩度は殆
ど変化 しないが､ ピー ク値は加圧
と共 に小 さくなる｡ この ピーク値
は, Ohkah.a埋論 より､
(i/Ai)(∂Ai/∂P)に比例 して
お り. diの値は､高圧 になるほど
変化 しに くくな ると結 論で きる｡
Exj4は､αm,b(T)の磁場変化
を示 している｡ αm,b(T)は､砿場
が大 きくな ると､その ピ- クは大
きくつぶ れ､10K付近 と30K付近 に
幅広 いhu巧Pが 見えて くる｡これ ら
の 2つのhu和Pは､ それ ぞれ first


























?? ?? ? ?
図3･ αm,bの圧力効果
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図4･ αm,bの磁場効果
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